
声・音で人の存在アピール！

ゴミは持ち帰る！

クマに食わせない！

見通しをよく！

秋田県生活環境部自然保護課・ツキノワグマ被害対策支援センター　（イラスト：近藤麻実）

複数で行動！

森で… 家のまわりで…



「自分は大丈夫」
「いつもの場所だから大丈夫」って思っていませんか？

クマはどこにいる？
 秋田県内でクマが生息している場所、もしくは出没

したことがある場所は、ほぼ全域です（左図）。馴染

みの場所であっても、家や道路の近くであっても、森

やヤブがあればそこにはクマがいる可能性があります。

過去の事故・出没事例
 「いつもの場所」や住宅敷地内でも事故や出没が起

きています。クマと鉢合わせをしないよう、家のまわ

りにクマを寄せ付けないよう、十分注意しましょう。

• 自宅から道路一本挟んだ森に入ったところ、鉢合わ

せたクマに叩かれ負傷（2020年6月北秋田市）。 

当時、鈴など音の鳴るものを持っていなかった。

• 自宅敷地内にクマが出没（2021年3月大仙市）。 

コンポストの中の生ゴミを食べていた。

• 舗装道路脇でクリの実を拾っていたところ、クリの

木周囲の藪から出てきたクマと鉢合わせし、攻撃を

受け負傷（2021年10月秋田市）。クリの木の下に

はクマがクリを食べた痕やクマの糞が多数あった。

ツキノワグマ情報

　　ひとりひとりの心がけで、事故を防ぎましょう！

クマの生態や被害防止方法、クマの出没情報な
どを秋田県のウェブサイトで公開しています。
ぜひ参考にしてください。
また、事故や被害を未然に防止するためには、
早め早めの対応が重要です。クマを目撃した場
合は、市町村や警察へ通報を！

事故防止にはまず知ることから！

1996～2000年と、2010～2017年の両期間で
目撃または捕獲情報あり

2010～2017年の間の1年のみ目撃または捕獲あり

＊平成30年度 中大型哺乳類分布調査 GISデータ（環境省自然環境局生物多様性センター）より秋田県自然保護課作成

2010～2017年の間に新しく目撃または捕獲あり

クマの
目撃・捕獲箇所*

クマってこんな動物

人と至近距離で遇わないよう行動
耳と鼻がよい

⇒人目につかないよう、ヤブなどに身を隠

しながら行動します。音やにおいなどで

人の気配を感じたら逃げますが、気付か

ずにバッタリ会ってしまうと、身を守る

ために人を攻撃することがあります。

学習能力が高い
⇒オイシイ思いをすると、一度で覚えます。

農作物や家庭ゴミはきちんと管理しま

しょう。また、山に捨てられた弁当ガラ
などの味をしめたクマは、人に積極的に

近寄るようになってしまう可能性があり

ます。ゴミはきちんと持ち帰りましょう。秋田県　ツキノワグマ

←こちらから
 ツキノワグマ情報の
 閲覧ができます。


